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The HOHRANENYA in Matsue.

On the Traditional Festivalin urban society

鈴木

昭和60年5月18日,五月晴れの広がる「水

の都」松江は,16年振りに開催された祭り,

ホーランエンヤを見物する人々で賑わった.

この祭りは本来,城山公園の一画にある城山

稲荷神社の「式年神幸祭」のことで、原則

として12年に一度,この神社の神霊が松江

市に隣接する八束郡東出雲町の阿太加夜神社

まで渡御し,一週間の祈鳶の後に還御する,

合計9日間に亘って繰り広げられる特殊神事

である.(く図 1>参照)またこれは「日本三
川

大船神事」のーつに数えられるといわれ,神

幸の道のりの大部分を,綺麗に飾り立てられ

た 100隻を越える船行列によって行なわれる

点にその特徴を持っている.中でも馬潟・矢

田・大井・福富・大海崎の五地区,いわゆる
ゴダイジ゛

五大地が出す櫂伝馬船の上で,櫂の漕ぎ手たち

の歌に合わせて繰り広げられる,歌錘伎の男

役者の扮装で舳先に立っ「剣櫂」と,女装し
ザイフ

て鱸の四斗樽などの上に立っ「采振り」と呼

ばれる若物達の櫂伝馬踊りは圧巻で,多くの

. はじめに

IwayumisuzuKI

見物客の目を楽しませている.祭りの俗称で

あるホーランエンヤは,この時歌われる歌詞

から出ているものとされる.

本年の祭りの人出は,とりわけ,船行列の

出た渡御祭の 5月18日,還御祭の26日,そし

て阿太加夜神社に陸船行列を組んで櫂伝馬踊

りの奉納された中日祭の22日の計3日間で,

およそ30万人にのぽったといわれる.この数

字が示すように,人口14万人の松江市にとっ

て,ホーランエンヤは最大規模の祭りである.

ところが,今年のように祭りのあった年は

号Ⅲこして,普段ホーランエンヤの名が一般市

民の話題にのぽることはほとんどない.この

点は,12年を原則とする神幸祭の実施時以外,

その間にこれと関連する祭りを一切持たない

という,ホーランエンヤの特質に根ざしてい

るものと考えられる.このように祭りと祭り

の間隔が長いことは,一般市民の寄せる関心

を一過性のものとするのみならず,これを維

持運営する際にも大きな困難を及ぽすことに

なる.例えぱ,祭りに使用した船や衣装など

で次回に使用できるものは数が少なく,毎回

ーから準備し直すためにその経費が多額にな

る.また12年も経つと社会清勢も変化してお※ 島根大学教育学部社会科研究室
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り,慣例の形式を変えざるを得なかったり,

さらには必ずしも12年後に実施できない場合

すら生じてくる.(く表 1>参照)

ならば,このような障害を持ちながらも,

長年に亘りホーランエンヤが続いてきたのは

いかなる理由によるのであろう.筆者の持つ

最終的な問題関心はこの点にあり,とりわけ,

現在この祭りで櫂伝馬船を出す地区の人々に

焦点を締って,その実態をまとめる中からその

解明を試ようとするのが小論の目的である.

こでは次のように論を進めることにしたこ
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1.ホーランエンヤの形成されてきた歴史的

経過を検討し,この祭りの構造を探る.

2.現在この祭りを構成している組織を明ら

かにし,それらの関係をまとめる.

3.櫂伝馬船を出す大井地区の事例をもとに,

祭りの準備などの実態を把握する.

4.以上を通じてホーランエンヤの持つ特質

を明らかにし,若干の考察を行なう.

なお小論で使用したデータは,昭和59年度後

弓

<表 1>

開催年

ホーランエンヤの開催年月日
(文献記録により確認できたもの)

昭和60年

44年

渡御祭

33年

%
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中日祭
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大正4年
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明治36年
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城山稲荷神社
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期と昭和60年度前期に開講した,筆者担当の

r社会学実習」におき,受講学生と共に行な

つた調査の中から得られたものであるが,文

責はあくまで筆者個人にある.この調査にお

いては,文献史資料の発堀,祭りを担う人々

に対する聞取調査やアンケートによる意識調

査,祭りの準備や当日の実態調査などを実施
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<図1>ホーランエンヤ関係概念図
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したが,ここではその一部を使用した.共同

調査者たる受講学生は,現在小学課程社会科

専攻・中学課程社会科専攻の三回生である,

以下の7名の諸君である.

有田伸子・池田哲也・大野敦子・勝部智之・

福島明子・池田真澄・柴田史子
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1.城山稲荷神社の歴史

この神社の創建に関する経緯については,

享保2年(1717)に出された地誌である『雲

陽志』の記述が知られている.その松江府城
(4 )

の条には以下のようにある.

稲荷城の内曲輪に社あり宇賀魂神八幡

を合祭なり祭礼は二月初午の日なり此稲

荷は寛永十五年太守源直政公此国を賜て

入部したまふ旧領信濃国松本の邑に居た

まふ時斯神を崇敬したまへり同十七年あ

る夜の霊夢に神白狐に化して松本の邑よ

り当国に来たまふと告ありて此ところに

社を勧請したまふなり・・ーー慶長年中堀尾

帯刀吉晴当国能義郡富田の城を此所へう

つさむとて地形ありければ色々怪き事お

おく普請も滞けるにより意宇郡芦高の神

職松岡兵庫に仰て祈薦し普請成就したり

故に芦高の社司当社の神職を兼務となり

実に此神は当家の守護神也

また同書,普門院の条には,霊夢に現われた

白狐がこの寺を宿としている旨述べられた後
⑤

以下のようにある.

其夜普門院を召て稲荷を勧請すへし

との仰ありしによりて宮地を見立城内今

の稲荷の宮所に勧請則普門院を別当と定

らる、なり意宇郡出雲里の神職治部とい

ふ者を社司となしたまふ

これより明らかな点をまとめると次の3点

ホーランエンヤの形成

になる.まずこの神社は,徳川家康の孫にあ

たる松平直政が,前住地の松本で崇敬してい

た稲荷を勧請して祀るようになったこと.次

に,この神は藩主松平家の守護神とされてい

たこと.そしてこの神社の管理にあたってい

たのが,一方で直政入部以前の堀尾氏による

松江城築城の際の故事に因んだ,神職として

の芦高(出雲里)の社司,即ち現在の阿太加

夜神社の社司であり,他方別当としての普門

院であったことである.

このように城山稲荷神社は,その創設の当

初より藩主家の守護神という重要な位置を持

つていながら,本務をそれぞれ別に持つ神官

と僧侶の双方によって管理運営されていたも

のと思われる.そのため神社の運営にあたり,

この両者の間では多くの確執が生じていたも
怖)

のといわれる.このようなトラブルが解消す

るのは,明治の神仏分離を機に普門院が神社

運営から手を引いた明治3年(1釘0)からの

ことであった.しかし同時に,この頃社司で

あった松岡家は絶家となり,またこれを守護

神とする藩主家も明治4年(1釘1)に東京へ

移転したため,藩費をもって運営されていた

経済的基盤も失われることとなった.こうし

て一大転機を迫られることとなった城山稲

荷神社であるが,その後兼務していた須衛都

久神社の永岡家により再建が計られることと

なる.その結果,明治23年(1890)に松江へ

来た小泉八雲が,市内各戸の戸口にこの神社

のお札が火除けとして貼られているのを見て,

これを松江唯一の防火設備と記したことから
⑦

も知られるように,氏子を持たない神社では

あるが,数多くの崇敬者を集めるようになっ

たものと思われる.現在では,大正期に分家

をして本務となった永岡家が宮司となってお

り,また一方松岡家の本務であった芦高ネ畊士,

151986年3月



現阿太加夜神社は,縁結びで有名な八重垣神

社から分かれた佐草家によって引継がれ,現

在に至っている.

2.神幸祭の起源

神幸祭というのは,神社で行なわれる神事

として決して珍しいものではない.その意味

するところは,神霊が本社より他所に渡御せ
⑧

られる際に行なわれる祭典のことで,小論で
..

対象とする式年神幸祭という場合は,式年に,

即ち一定の年を期して定例の儀式として執行

される神幸祭ということになる.このように

毎年ではなく一定の年限をおいて神幸祭が挙

行される場合,渡御するに至った理由や実施

の間隔などについて,何らかの故事に基づい

た説明が伝承されていることが一→股的である.

というのは,そのような故事が神幸祭のやり

方を規制する形で作用する,いわば伝統とし

て定着してはじめて,毎回の神幸祭の実施が

可能となるからである.

城山稲荷神社の式年神幸祭が,いつ,いか

なる理由から始められたかに関しては,いく

つかの伝承が伝わっている.例えば,阿太加

夜神社の境内社である稲荷神社が城山稲荷神
⑨

社の兄弟であるからとか,稲荷を松本から勧

請した際行き暮れて,一夜の宿を阿太加夜神
⑪

社に借りたからといったものがそれである.

しかしこれらからは神幸をする理由,さらに

はそれを式年として行なう理由は明らかにな

つてはこない.そのような中,芦高明神の神官

であった松岡美濃が弘化4年(1847)に記し

た,『御城内稲荷御社御神供料宝記』の一節は

非常に参考になる.以下にそれを引用してみ
⑪

よう.
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きて雨風時ならず,五穀豊かならざりし

かば,仰ことありて,御城内正一位稲荷

大明神を芦高神社に勧請し奉り,国の内

風雨順時して五穀の熟ならんことの祈禧

をなすへしとの玉ふ.しかりしより以来

拾年の星霜をふることに,国御大守御武

運長久にして,御寿も松柏に論じたまひ,

御子孫猶芦の泥より生ひ出るが如く,根,

ざし深くましまして,末繁り栄へ玉ひて,

五穀よくみのり,諸の蒼生に至迄思はさ

るの災なく,世のやすく穏やかにありな

む事を祈禧もふす,

以上ではまず,直政入部後十年目が天候不

順であったため,その命により稲荷を社司の

本務社である芦高神社に神幸させ,出雲の国

の五穀豊饒の祈禧を行なわせたことが,神幸

祭の起源となった故事として指適されている.

そしてさらに,これが直政入部後十年目に行

なわれたことに因んで,10年ごとの式年で神

幸祭が挙行されることとなったとするのであ

る.

この当時は生活基盤が農業に依存していた

ため,ここで神幸する際の目的とされた,五

穀豊饒の祈りこそ藩の発展に切望される要件

であったのであろう.以後の記録の中からも

この点は重要な位置を占めていることが窺わ

れる.安政5年(1858)に,翌年実施予定の

神幸祭を紹介して書かれた『御祈願所芦高大

社御城内稲荷大明神利劉賑包焚希並略記』には次
⑫

のようにある.

御神事式奉奏天下泰平五穀豊饒

殿様御武運長久

御子孫御繁栄御長寿次二

御家中安全御武運長久

御国民快楽之御祈鳶被仰付候二付奉勤行

イ侯
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直政公此御国の御つかさとなり,御

国に入玉ふけるに,拾年にあたれる年わ
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つまり,神事においてはまず第一に,伝統と

しての五穀豊饒を奉じ,これと合せて仰付け

のあった藩主の武運長久をはじめとする祈り

を奉じているのである.またさらに,明治14

年住881) 4月の『稲荷神社阿加太夜神社江

行幸臨時祭典願』においても,以下のように
〔13)

見えている.

島根郡殿町旧城内稲荷神社行幸神事執行

ノ催ハ旧来ヨリ十二年目毎二意宇郡出雲

郷村郷社阿太加夜神社江行幸行還ノ両日

ヲ除キ中七日間該社二於テ,五穀豊稔ノ

祭祀執行致来処

ただここで注目すべきことは,式年の問隔
..

が12年と明示されている点である.しかもこ

れが r旧来ヨリ」のこととされ,12年が慣例

であるとしているのである.残念ながら、現

段階ではそのような年数の変更の理由を明ら

かにすることはできないが,一説によると,

12年は嘉永元年に挙行されて以後に始まった
{Ⅱ}

新しい慣行とされている.ただその点の詳細

は惜くとしても,現在においてはこの12年ご
..

との開催が原則とされ,これに則って城山稲

荷神社の武年神幸祭が苓テされることになっ

ている.
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第三大井第四福富第五大海崎
(ママ)

此順序ハー年ツオ爰レテ御供ノ曳船ヲナ

シタルニ依ル此内大海崎ハ近年ヨリノ事

ニシテ最モ新ラシキカ故二第五番ナリ行

列ニハ直前二曳クナリ

此外二鼻曳キト云へルアリ左ノ如シ

(真先)大根島(中)意東(本)能義

郡島田

0馬潟ノ曳船ノ始文化年中ヨリ起レリ初

メ北堀新橋ノ講中力舟ニテ供奉セシカ或

時馬潟沖通過ノ際風雨烈シカリケレハ御

船危険ナル処ヲ則馬潟ノ漁船之レヲ見奉

リテ直チニ之ヲ曳キ索リ出雲郷二着船ナ

リシカ事ヲ大二喜悦ノ餘馬潟二皈りテ櫂

ヲ以テ踊レルカ起元ニテ後伝習ヲ受ケテ

其体ヲ整ヒタリト云フ

0カイテンマ越後国新潟辺ニハカイテン

マ盛二行ハレツ、アルヲ弘化年中其伝習

ヲ受ケテ現行ノ如クナリシモノニテ其始

ハヤラルコトハナカリキ

0カイ踊ノ完備シタル元島根郡加賀浦ノ

重蔵吾が兇姦ヲ雇入レテ旦學伝習ヲ受ケタ

リ明治川六年九月廿一日永岡外惣代四名

此件ヲ取調ノ為出張シタルトキ後藤幸太

郎八十一才ノ老翁力云へルニハ自身二十

四才ノ時右ノ重蔵ヨリ伝授ヲ受ケ又ザイ

フルハ角武次郎卜云フモノ右重蔵ヨリ伝

受セリ此以前ハカ、ル綿密ノコトハナカ

リキト云へリ

3.櫂伝馬船の登場

以上で神幸祭の起こりがあるチ呈度明確にな

つたが,この祭りの花形ともいうべき櫂伝馬

船は,いつ,いかなる理由から参加している

のであろう.現在このことを伝える唯一の手

推卜りは,城山稲荷神社に所蔵されている『櫂

天間起元取調事項』という記録である。これ

は明治36年(1903)に,当時の宮司と総代が,

櫂伝馬に関する調査を行なった際の幸晧書で,

以下のようにある.

0櫂天間舟順序第一馬潟第二朝酌矢田
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以上より次のことが明らかになる.

1.櫂伝馬船が加わる以前の神幸祭は,北堀

及び新橋の講中など宇よって供奉される祭り
であって,現在見るような大船団の神幸では

なかったこと。

2,文化年中の神幸祭の時,風雨で航行が



危険となった神興船を,馬潟の船が助けて出

雲郷まで曳いて行ったことが,この祭りに

馬潟が参加するきっかけであること。

3.その際馬潟へ帰った漁師が,神興船を

助けた喜びを,櫂を持って踊ったことで表現

したことが踊りの起元となったこと。

4.その後曳船として参加した順番により,

神興に近い順に馬潟・矢田・大井・福富.大

海崎という船の順番が定められたこと.

5,櫂伝馬は新潟で盛んであったものを弘

化年中に習ったもので,以前はやられていな

かったこと.

6.カイ踊を伝えたのは,加賀に住む永徳

丸の船頭であった重蔵で,馬潟ではこの人を

雇って伝授を受けたこと.

このうち馬潟が二回目に参加して以降,重

蔵からカイ踊りを習うまでの間に,踊りがど

のようにあったものかは明確ではないが(上

記3と6の説明),ともかく現在見るような形

の,剣櫂と釆振りの踊りが定着したのは,神

幸式の初めからではなくて,弘化年中に習っ

て以後のことである点力斗旨摘されてぃるのは

留意すべきであろう.

ここでホーランエンヤの形成過程をまとめ

るなら次のようになろう.この祭りは,松平

直政の命を受けて行なわれた神幸をもとに,

17世紀中期以降に式年で執行されるようにな

つたものであるが,はじめは神事に関与する

人々のみで行なわれていた.それが文化の頃,

馬潟漁船による神興船の救助をきっかけに曳

船としての参加が見られるようになった.そ

してさらに140年ほど以前の弘化年中からは,曳

船しながらの踊りが加わって,現在見られるホ

ーランエンヤが形成されるようになったわけで
⑮

ある.以上の経緯からも明らかなように,い

わゆる櫂伝馬踊りというのは,もともと神事

鈴木 弓

の一環として行なわれるものではなかった.

神事を行なう際に付与された民俗芸能であっ

たのである.このように,神事とは別に,祭

りを行なう際に付け加えられる娯楽的要素
冊

を「祭礼」と呼ぶならば,ホーランエンヤと

いう祭りは,その構造面から,一方に神事,

もう一方に祭礼という要素を含む,いわぱ二

重構造を持つ中に成立しているものといえ

よう.

1Ⅱ.

ーつの祭りが実施されるにあたっては,多

くの人々,多くの組織が,様々に役割分担し

ながらこれを形成しているのが常である.本

章では,今年ホーランエンヤを担った人々の

組織の概要を取上げ,これらが果した役割に

注目しつつ記述する中から,そのような組織

の相互関係についてまとめることにしたい.

その際ホーランエンヤの担い手としていかな

る組織があるかを知る手推卜りとして,ここで

は船行列の編成を参照して行くことにする.

(く図 2>参照)この図からは,船団を組ん

で曳航される75隻の内分け,及びその位置関

係が明らかになる.以下においてはこれらを,

ホーランエンヤの持つ構造に即して神事面と

祭ネL面とに分けて整理する.

1.神事の担い手

1.1 神職

神事を司る役割を果すものとして,神職が

あげられる.船行列中それらの人々が乗組む

のは,6,妬,そして50~58の11隻である.

見てきたように城山稲荷神社は,近世まで

は今の阿太加夜神社の社司の兼務であった.

それ故神幸祭は,いわば兼務社の神霊が本務

社へ神幸するといった意味あいを持ってぃた.

即ち当時の祭りでは,形式上二つの神社を結

ホーランエンヤを担う人々

18 山陰地域研究(伝統文化)第2号
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ぶ祭りであるにもかかわらず,実際にそれを

司るのは一人の社司に任されていたわけであ

る.それが明治に入ると共に,この二つの神

社はそれぞれ別個の組織で運営されることと

なった.それに伴ないホーランエンヤ自体も,

以後それら二社の分担協力のもとで神事が執行

されるようになっている.具体的には,神霊が

阿太加夜神社にある問はすべて同社の宮司が

斎主となり,それ以外はすべて城山稲荷神社

の宮司が斎主となって神事を取り行なうの

である.ただここで,五大地と鼻曳き船団

に対する正式な参加要請が,慣例として今

なお阿太加夜神社から行なわれている点は注

目されよう.

1.2 初午講

これは船団編成の上からいうと,65~70に

あたるが,この他50~61及び72~75の各船舶

の船長として乗船する人々も含まれる.

現在この講中には,新橋初午講・北堀初午

講・北殿町初午講の三講見られる.この講は,

氏子を持たない城山稲荷神社に対する崇敬者

の講中として成立したものであるが,それがい

つのころであるかについては,地元に残る資料

からは明らかではない.ただ,さきに見た『櫂

天間起元取調事項』のように,これが近世か

ら存続していたとする見方もある.ちなみに

初午講のある三地区は,いずれも城の堀に面

した所にあり,とりわけ新橋と北堀町は,近

世からすでに町屋の地域であった.

この講へ加入する際の条件は,三地区ともあ

まり明確に持たれていない。一応該当地区に居

住しているか,居住したことがあるといった,

地縁をーつの目安としているものの,あくま

で個人の信仰を重んじた希望者の参加によっ

て構成されている.ちなみに現在の講員数は,

新橋19人,北堀50人,そして北堀町が62人で

鈴木 弓

ある.

各講の活動状況は,ホーランエンヤ実施時

に盛んである他,普段はあまり活発とはい

いがたい.新橋及び北堀地区では,城山稲荷

神社の分霊を祀る「お宮さん」と呼ばれる小

さな神棚を,一年交替で講員宅に廻している

が,以前まであった初午の際の集会などは行

なわれていない.さらに北堀町においては,

通常の活動は全くなく,昭和4年の祭り以来,

ホーランエンヤの実施年ごとに組織の再編成

を行ない,その時のみ活動する現状である.

これらの講の担う役割は,前述のように随

員或いは船長として船団に加わる他,城山稲

荷神社と大橋川に作られた桟橋の間の往復の

際,陸行列を組んで神興や威儀物を運搬する

ことがあげられる.この際には,地区ごとに

伝統的な役割分担が見られる.

1.3 阿太加夜神社氏子
プダカ十

この神社の氏子は,八束郡東出雲町出雲郷

にある,町・今宮・竹花・大木・内馬・市向

の六地区に広がる329戸である.船行列に際し

ては,それぞれ地区ごとに船を出しており,

6 ~14,43~四の16隻が相当する.

この組織は本来,氏神である阿太加夜神社

に奉仕するためのものであるが,ホーランエ

ンヤの際には,慣例として決まった位置で泱

まった役割を担うことになる.例えば,行列

の先頭を行く延導幣と塩湯・大麻を乗せた清

目船は,必ず町地区がこれを担当し,一向

は「ーの迎え」ということで,神社関係の船

以外では一番神興船に近いところに位置して

神興の供奉をするなどというのがそれである.

また船行列以外では,まず初午講と同様に,

意宇川の桟橋と阿太加夜神社の間で,陸行列

を組んで神興や威儀物を運搬する.またさら

に,中日祭に五大地が櫂伝馬踊りを奉納する
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際に行なわれる,陸船行列の準備も地区ごと

に分担して行なっている.

1.4 松シエ城山稲荷神社式斜申幸祭奉賛会

この組織(奉賛会と略称)は,昭和59年8

月30日に設立され,昭和60年7月31日に解散

し六今回のホーランエンヤ運営のためだけ

に作られたものである.その目的は会則によ

ると次のようになる.

本会は,昭和60年に開催される松江城山

稲荷神社式年神幸祭を奉賛し,古伝神事

神賑を盛んにして商工農林水産業の発展

を祈願し,その振興に資することを目的

とする.

以上よりこれが,故事にあった五穀豊饒のみ

ならず,広く地域の活性化を願って作られた,

この祭りを神事面から奉賛するための組織で

あることが明らかになる.

その構成は,松江商工会議所会頭を会長に,

副会長10名,理事92名,監事3名,顧問 6名,

参与10名という形をとる.これに含まれる人

人は,松江市内の財界を中心に,各業種ごと

の組合代表や観光協会,商工会議所,櫂伝馬

地区代表,神社関係者,報導関係者などで,

行政関係の人々が含まれていない点が,後述

する協賛会と異なっている.前回まではこの

「奉賛会コの名でもって,ホーランエンヤ運

営上の一括した援助を行なっていたが,行政

サイドで特定の宗教の祭りに関わるのは問題

があるため,今回から,神事の援助を行政関

係を除外した奉賛会として行ない,祭礼を中

心としたものに対する援助を,行政サイドも

含めた協賛会におき行なうことになっている。

ただ両者のメンバーは多くの部分で重複して

いるため,船行列においては両者の別なく

63.64.71の三隻に分乗している.

この組織の役割は,具体的には募金を募っ

松江のホーランエンヤー都市における伝統的祭りの実態一

て資金を集め,それを神事運営の資金にあて

る点にある.つまり前述した三者のように,

直接神事において活動するのではなく,その

ための資金面を援助する点がそれらと性格を

異にしてぃる.募金は,メンバーである各業

種の代表者を通じて,それぞれの業種ごとに

集められ,総計4,323万円に達した.

2.祭礼の担い手

2.1 五大地

祭礼を担う中心的組織は,何といっても櫂

伝馬船を出すこの五大地である.前章で見た

ように,船行列の順番にっいてはこれに参加

するようになった順番が守られており,新し

く参加した地区ほど行列の前方へ位置するこ

とになってぃる.即ち,参加の新しW順に,

15大海崎,24福富,28大井,33矢田,37馬潟

という1恒である.

これらの地区は現在,いずれも松江市に属し

てぃるが,馬潟は昭和25年,それ以外の四地区

は昭ネ肌邸に合併された地区である.例えば初

午講のように明治22年の市制施行当初より松

江市に属してぃた旧市街とは異なり,兼業で

こそあれ農業に依存する世帯が多く,またこ

の祭りに参加する発端を作った漁業従事者も

若干見られる,都市近郊型の農村を形成して

いる.それぞれの地区の世帯数は,馬潟220,

矢田35,大井83,福富40,大海崎58となって

いる.

現在五大地が祭りに果たす役割は,その起

源に見られるような曳船ではなく,祭礼とし

ての歌や踊りを櫂伝馬船上で披露することで

ある.前述の如くこれは一馬潟において加賀

の重蔵より伝授されたことから始まったとさ

れてぃるが,他地域でも同じく重蔵に習うな

どしたものとされ,その結果どの地区でも舳

先で剣櫂,臆で采振りが踊るという基本的な

1986年3月
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<表 2>

剣

地区別乗船者の構成

釆

太

櫂

馬潟

旗持ち

振

矢田

早助(水先)

鼓

3

3

大井

鈴木

2

練櫂(鱸櫂)

頭取

3

2

4

2

4

伝馬長

櫂

1

2

大海崎

弓

副伝馬長

2

2

2

の記録収集は,今回初めて乗船したものでビ

デオ撮影をしたものとされる.

またこのような役の有無や人数の違いのみ

ならず,踊り方や歌い方,櫂の数やその漕ぎ

方,船の飾り付けや乗員の服装等多くの点
Ⅱの

に地区ごとの相違が見られる.このような

相違は,五地区相互の対抗意識から出てぃる

ものと思われるが,このことにより祭礼の面

白さが倍増する結果を生んでいる.

2.2 鼻曳船団

これは船団の先頭を占める 1~5,及び船団

の蛇行防止のため今回初めて加えられた62で,

文字通り曳船の役をする.従来これは八束郡

八束町(中海に浮かぶ大根島),東出雲町意東,

安来市島田の須崎の三地区でやられて来たが,

今回は曳船がないため八束町が不参加となり,

1と62はタグボートで行なわれた.

これらの地区がいついかなる理由でホーラ

ンエンヤに参加するようになったかは定かで

はない.島田の場合,一説によると,昔の大

庄屋であった倉舗家の二代目倉舗善兵衛が,

初回の祈願祭の時に篤志寄付をして以来,毎

回祭祀米を納め,須崎の若者を派遣して船行

列のお供をしていたものといわれてぃるそ.

のような参加の背景には,倉舗家が昔殿様の

御用係であって,家来ではない力唄オ政的なパ

トロンであうたことが伝えられている今回

の場合も3月に入ってから,鼻曳船参加の依

頼が倉舗家宛てに出され,同家ではこれを須

崎の80戸に計った結果,青年団が中心となっ
卿

て参加することになった.

2.3 伝統・ホーランエンヤ協賛会

この組織(協賛会と略称)は,松江市長を

会長に,副会長12名,理事106名,監事4名,

顧問11名,参与48名で構成される.そのメン

バーの大半は奉賛会と重複しているが,神社

記録収集

2

一2

2

乗船人数

32

3

3

戸

櫂の数

2

24

4

形態がとられてぃる.しかしその詳細になる

と地区ごとの独自性が見られ,多くのヴァリ

エーションを生んでいる.今年の櫂伝馬船乗

船者の役割を,その地臨1に示して見たものが

<表2>である.このうちまず太鼓は,剣櫂や采

振りょり年下の少年により演じられる.歌の

リズムを刻む役である.旗持ちは馬潟だけに

ある役だがその由来は不明で,花笠をかぶっ

た小さな男の子が女装し,"馬潟.と書かれ

た大きな旗の端を持って立っマスコット的存

在である.また水先とは船の舳先にまたがり,

他の船との接触を防ぐ役である.音頭取は歌

の音頭をとる役で,歌が上手な人が選ぱれる.

もとは次にあげた鱸櫂という.方向を変える

ための櫂を扱う仕事を兼務してぃたものとさ

れるが,現在矢田以外はこれを分けている.

櫂は櫂かきともいわれるように,船の漕ぎ手

であるが,また一方音頭取に合わせて船歌を

歌う役目も持っ.伝馬長とはいわばこの船の

船長で,船における管理責任者である.大井

1

2

3

23

1

52

2

23

16

1

37

2

21

N

1

37

N

1

37

12

37

16

福=
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関係の人々が除外される代りに,市議会,教

育委員会,国会議員,県議会議員,市議会議

員など,行政関係の人々が多数入っている点

が異なっている.

協賛会は,奉賛会と同様,昭和59年8月30

日に設立され, H力月の問今回のホーランエ

ンヤのために活動を続けてきた.その目的と

するところは会則に次のようにある.

本会は,松江市の貴重な文化資産である

「ホーランエンヤ」の昭和60年開催に当

り,その育成,保存を図るとともに,こ

れを広く県内外に紹介し,観光の振興に

資することを目的とする.

ここから明らかなように,協賛会は今回行

なわれたホーランエンヤのうち,神事を除い

た祭礼の場面に対する援助をし,またこれを

観光材として活用するための組織であった.

それ故協賛会がこの祭りで果した主な役割に

は,募金による資金集め,広告宣伝,祭り当

日の警備といった三っの柱が考えられている.

募金にっいては r文化遣産の育成伝承に協賛

する一般寄付」の名目で,奉賛会と同じ要領

でこれと多少調整しながら集められ,その総

額は6,242万円余りにのぽった.そしてこれら

の資金は,まず五大地に対する補助金(一地

区450万円)や櫂伝馬船の建造など,文化遣産

としての祭礼維持のために用いられ,またシ

ンボルマークの作成や旅行業者向けのり一フ

レットの作成など,この祭りの広告宣伝のた

めになど使用された.

松江のホーランエンヤー都市における伝統的祭りの実態一

さらにその組織の成立の事情から,今回のホ

ーランエンヤの実施を目的として結成された

・→碁的な組織と,祭りとは無関係に成立してい

る地縁を基盤とする恒常的組織に二分できた.

前者は主に祭りを経済的側面から援助するた

めの組織であるのに対して,後者は祭りにお

いてそれらが伝統的に担ってきた役割を直接

演ずるための組織であった.そしてそれらの

組織の相互連関の中から,ホーランエンヤと

いう伝統的な祭りが形成されていたものとい

えよう.このことをまとめて図示してみると

<図 3>のようになろう.

、

城山稲荷神社

斥司天加夜神社

初

阿太加夜神社氏子

以上,船行列の編成を手推卜りに,ホーランエ

ンヤを担ってぃる人々の組織を概観してみた.

その結果これらの組織は,まずそれが祭りで果

たす役割の上から,神事を担う組織,あるいは

祭礼を担う組織に二分された.そしてこれらは

午

<図 3>

五

講

1Ⅱ.

鼻

大

一大井地区の場合一

見てきたように,ホーランエンヤの実施は,
.

現在では12年ごととするのが伝統とされてい

る.従って,前回の実施が昭和"年5月であ

つたことから,本来ならば昭和55年に実施さ
..

れるべきであった.それが5年延びて,今年

昭和60年に挙行されるに至った経緯として次

のことがあった.

城山稲荷神社では,慣例により昭和聞年に

祭りを行なう旨,まず神幸先の阿太加夜神社

に都合を打診した.これに対し阿太加夜神社

では,この年が遷宮の年に当っており,また

翌56年も遷宮に伴う行事のため受入れが困難

であることを伝えてきた.そしてさらに昭和

ホーランエンヤを担う人々

ホーランエンヤの準備過程

曳

地

船
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57年に実施すると,氏子の経済的負担が三年

連続になるということで,これも見合せたい旨

回答があった.そうしてまず神社同志の話し

合いの中から,祭りの実施は結局昭和58年と

いうことになった.

このような予定が立った段階で,城山稲荷

神社は次に,松江市や商工会議所などに対し

て,前回までと同様,奉賛会の設置などによ

る祭りのバックァップの依頼を行なった.こ

れに対して市の側では,開催予定の昭和58年

は,その前年が島根国体開催のため,準備が

困難である旨回答してきた.そしてその翌年

の昭和59年の開催へ向け,ひとまず各方面へ

の打診をすることになった.しかし結局この

時も準備が間に合わないことが判明し,神社

但ルしては昭和60年こそ実施できるよう重ね

て申し入れをした上で,またもや予定の変更

をした.そしてこの時の決定をもって,16年

振りの神幸式へ向けての本格的な準備が始め

られるに至ったわけである.

このことからも明らかなように,ホーラン

エンヤは,単に城山稲荷神社の側で伝統の12

年だと主張するだけで実施に移すことのでき

ない複雑な事情を持っている.前章で見たよ

うに,この祭りを実施するにあたっては多く

の組織の協力が必要であったわけであり,と

りわけ神幸先の阿太加夜神社の都合と,資金

面その他の目安が立って初めて本格的な準備

が開始されるのである.この点がホーランエ

ンヤを,単にーつの神社の祭りとしてのみな

らず,広く松江を中心とした地域全体の祭り

として位置づけさせる結果となってぃる.

櫂伝馬船を出す五大地に対して,参加依頼

の打診が非公式に開始されるのは,以上の準

備が整ってからのことである.本章において

は,ホーランエンヤ実施に至るまでの実貫長を,

鈴木 弓

とりわけ大井町における事例をもとに記述し

てみることにする.

櫂伝馬船の三番船を出す大井は,松江市の

東部に位置する古くからの農村で,同じく櫂

伝馬船を出す福富と大海崎に南北を接し,中

海に面して開けた地域である.近世以来朝酌

郡大井村であったが,明治17年には八束郡朝

酌村大字大井となり,さらに昭和N年Ⅱ月1

日には松江市と合併して同市大井町となって

いる.現在の戸数は83戸で,人口は男190人,女

192人の合計382人にのぽっており,五大地の

中では馬潟に次いで大規模な地区を形成して

いる.以前までは半農半漁が大半であったが,

現在漁業権を持っているのは10戸にすぎず,

漁業との関係は薄れている.また農業漁業と

も全く関係のない会社勤めの家が12戸あって,

これと専業農家の一戸を除いた残り70戸が兼

業農家を営んでいる.

このような大井町に,昭和60年に実施予定

のホーランエンヤに参加する旨最初に打診が

あったのは,昭和59年5月24日に開かれた,

市・商工会議所・観光協会と五大地の代表者

(当時の町内会長)の話し合いの席であった.

町内会長はこのことを町に持ち帰り,7月29

日に開かれた町の臨時総会においてその扱い

を諮った.その際の討議の中からは,櫂伝馬

船を出すのがこの地区の伝統であることを根

拠に参加を表明する意見があった反面,長期

に亘る練習や莫大な経費といった大きな負担

を払ってまで氏神でもない神社の祭りに参加

することに対して疑問をさしはさむ意見も出

された.その結果この問題に関しては,とり

あえず結論は持ちこして,市や商工会議所な

どとの更なる協議が持たれることになった.但

し参加決定に備えて,神幸式の役員と町内会

の役員との重複を避けるために,例年4月1
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日に改選される翌年度の町内会役員の人選は,

今回に限り一月末までに実施されることが決

定された.

これと同じ頃,8月2日には第一回の奉賛

会.協賛会の発起人会があり,6月4日に両

神社の間で決定されていた日程でホーランエ

ンヤを実施するための組織作りが進められて

いた.そして 8月30日には両会のZ斐立総会が

開催され,ホーランエンヤをとりわけ財政面

から援助するための本格的な活動が開始され

た.また少し遅れて 9月15日には,慣例通り

阿太加夜神社から五大地の各町内会に対して,

ホーランエンヤ実施に向けての正式な協力依

頼が出されることになった.

しかしそのような活発な動きをよそに,五

大地各町内は何れもまだ盛り上がりに欠ける

状況であった.というのは前述の如く,一方

で伝統に基づき参加してきた行事ゆえ今回も

参加せねばという精神論を持ちながらも,参

加によって被る時間的・経済的負担を考える

と二の足を踏んでしまうからであった.そこ

で五大地と奉賛会・協賛会との協議は,負担軽

減のための各地区に対する助成の問題を中心

に回を重ねることになった.

しかしそうこうするうちに年も押し追まり,

実施にあたって本格的な準備を始めねばなら

ないタイムリミットが迫ってきた.そこで大

井において.は,経済的な助成の問題はさらに

つめることとしながら,町内会長の要請を受

けて,とりあえずホーランエンヤに参加した

場合の問題点を検討する委員会が作られるこ

ととなった.この会は,町内の六隣保のうち

から1名ずっ代表を出す形で構成され,昭和

60年2月1日に発足の運びとなった.

この委員会は連日のように開かれ,とりわ

け参加することによってかかる経費の検討と,

松江のホーランエンヤー都市における伝統的祭りの実態一

櫂伝馬船乗員の確保問題に力が注がれていた.

このうち後者にっいてみると,大井の乗員選

考の基準にはいくっかの原則が見られ,その

基本としてく櫂伝馬船には一生に一度しか

乗れない>ということがあげられていた.

従って今回選考対象となるのは,昭和"年

以前のホーランエンヤで櫂伝馬船に乗船した

経験のない50数名に締られることになった.

但し実際の選考にあたっては,「役者」と呼

ばれる寅畊程・釆振り・太鼓・音頭取・水先'

鱸櫂の計10名と,それ以外の乗員とでは選考方

法に相違が見られた.というのは,役者と呼

ばれる役割はいずれもあるレベル以上の技術

を必要とするもので,今回その役を演ずるの

みならず,次回のホーランエンヤにあたって

は今回取得した大井伝統の技術を「師匠」

と呼ばれる役にっいて,後進へ指導すること

が強く期待されているからである.そこで選

考にあたってはまず第一段階として,役員の

協議による役者の人選が行なわれた.この時

にはまず,伝統の継承が可能なく将来にわた

つて大井町に居住する者>という原則が重視

された.そのため,一般には長男であること

が具体的な選考基準となった.このようにして

2月10日の委員会において役者の内定がなさ

れると,翌Ⅱ日からは第二段階の人選として,

役者以外の乗員希望者の募集が,資格該当者

に対して行なわれた.そうして14日に申し込

みが締切られると,委員によって多少の調整

がなされた上で,ひとまず乗員全体の内定が

終了した.その結果,乗員の年齢は13才から

"才に亘り平均30.8才となり,またその職

業に関しては,その多くが会社員で占めら松

その他自営業,団体職員,公務員,中学生な

どで構成されることになった.

2月17日に開かれた町内会総会においては,
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今述べてきた委員会の検討結果が討議され,

それをもとに「大井町として,今回のホーラ

ンエンヤに参加する方向で準備を開始する」

ことが決議された.この決議が何とももって

まわった表現になっている理由は,この時点

ではまだ,五大地と奉賛会・協賛会との協議

の上で,助成額の最終的な合意に至ってぃな

かったため,五大地全体としては今回の祭り

に参加することを正式には決定してぃなかっ

たからである.

2月27日,五大地と奉賛会・協賛会の間の

会議において,各町内に対する助成金は一律

に450万円と決定し,これを受けて五大地全体

として,正式に今回のホーランエンヤに参加

することとなった.大井においては同日,17

日の総会での合意に基づき,それまであった委

員会を発展的に解消し,同一のメンバーカ珠念

代となった総代会(正式には奉賛会)が発足

することになった.そしてこれによってホー

ランエンヤ実施に向けた本格的な準備が開始

されたのである.このような経過を経て生れ

た,大井におけるホーランエンヤにむけた組

織を図示するなら<図4>のようになろう.

鈴木 弓

よる互選により選出されたものであり,顧問

はこれまでの祭りで特に功績のあった人々を

委嘱した今回初めての役割である.

3月2日,この日をもっていよいよ陸上練

習が開始された.会場には大井際公民館があ

てられ,以後本番に至るまで,日祭日は午後

2時から練習及び準備作業が,また火.木.

士曜日には午後7時から2時間程度の練習が

行なわれることになった.とりわけ役者に関

しては,3月一杯師匠指導日と称して計20回,

師匠宅における個人指導が義務づけられてぃ

た.役者の場合はこのように,次回に師匠を

してはじめてその任力郡められるものであり,

名誉ある役である分その負担は相当大きいも

のと考えられる.しかし言い換えるなら,そ

のようなシステムがあるために,この地区の

伝統が絶えることなく継承されてぃるものと

いえよう.今回の場合,大井を離れた前回の

役者が2人いたが,それでもなお後進の指導

に師匠として参加していたのである.

けいこ始めの翌日,3月3日にはまず「シ

ユロ皮はぎ」が行なわれた.これは櫂を船に

固定するシュロ縄作りのために行なわれたも

ので,町内に植えられているシュロの木を用

いて,総代などから皮の剥ぎ方,縄の絢い方

などの指導がなされた.シュロ縄は強度の点

などから櫂の固定に最適なものであるがこ

れに水を含ませることで櫂を漕ぐギーギーと

いう素朴な音が高まり,歌声の合い間から聞

こえるこの音は,櫂伝馬踊りの際には一層の

趣を添えている.

これ以後の練習は,まず歌の練習から始め

られる.大井では現在,状況に合わせて8種

類の歌が用いられている.それらの歌の大部

分は, rホーオランエーエヨヤアサーアノ

サエーエーララアーノランラン」 q琵か

総 長代

副総代長

会計担当乗員担当船担当化粧担当
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きの歌う「踊りの唄」)といったように,意

味を持たないかけ声からなっているが,唯一

「棹櫂」という歌に歌詞がっいており,この

点は他地区には見られない大井独自のものと
⑲

なっている.

その後2月9日からは,公民館の座り机に

竹をしばりっけ,これを櫂に見たてて,漕ぐ

動作に合わせた歌の練習が開始された.大井

には漕ぎ方においても他地区には見られない

工夫が伝えられており,漕ぎ終ると同時に櫂

を90度返して水さきを水平に揃えたり,「寝櫂」

と呼ばれる,櫂をーかきして仰向けに寝てし

まう漕ぎ方などがある.近年他地区の中でも

これを取入れ出したところもあるが,大井で

はこれを「真似」と考えている.この点にも地

区ごとの対抗意識が窺えるものと思われる.

総代は,練習が開始されると共にこれに参

加する一方,役者などのための衣装の購入や,

カッラ師.化粧師の手配,船の飾り物や桟橋

作り,会計処理や事務連絡など,手分けして

仕事にあたる.これらの中には,以前までだ

と乗員に割当てていた仕事も見られるが,現

在では昼間の時間が取れる人々がほとんどい

ないため,この祭りに参加するための雑務全

般を処理している感がある.それがためか,

総代に選ばれた6人のうち,5人までが兼業

にせよ時間の融通がきく農業従事者であった.

なお財政面に関しては,協賛会からの助成金

450万円と,地区の当初予算であった 700万

円との差額は募金で補うこととなり,3月18

日より町内の全戸に奉賀帳を一冊ずっ配布し

て,募金額を任意としてそれぞれの親戚や知

人などに募ることとなった.

一方櫂伝馬船として用いられる船の方は,

協賛会の方から貸与という形で既に引き渡さ

れており,この頃には大井の造船所において,

松江のホーランエンヤー都市における伝統的祭りの実態一
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祭りに使用するための改装がなされていた.

この船の進水式があったのは3月24日のこと

で,翌日早速照明器具を設置して,26日から

いよいよ船上練習が開始された.これ以後,

前述したようなハード・スケジュールに従い,

暗くなった川面に浮かぶ船の上で練習が繰り

返されることになった.

このように厳しい練習を通して,大井に伝

わる伝統の継承が行なわれるのであるが,練

習中からホーランエンヤの終了に至るまで,

この地区に特徴的に見られたことといえぱ,

「厳しい規律」の一言に尽きよう.これはあ

る意味では単なる技術の伝達ではなく,共同

でーつことを行なう上での,大井という地域社

会における精神教育ともいうべきものであっ

た.例えば,剣櫂や釆振りの交替に際し,手

に持っ剣櫂や釆を厳に押し裁きおもむろにー

礼して交替するメリハリのきいた姿は,見て

いて気持の良いものであった.

練習の成果が現われるようになった 4月21

日には,櫂伝馬船の合同練習が,本番で最も

多くの観客を集める松江市内の大橋川におい

て行なわれた.ただりハーサルといっても,

各地区とも本番までお互いの手の内を明かす
』、J.

ことを避け,船の装飾は簡単なものとし,則

回の衣装を用いるなどして参加しているため,

実質的には船の問隔やスピードを確認するこ

とに主眼の置かれた練習であったといえる.

またこの後4月28日の日曜日には,中海に浮

かぶ大根島まで遠征し,地区の親戚の家に呼

ばれて櫂伝馬踊りの仕上り具合を披露するこ

とも行なわれた.

5月5日には,今回のために用意した正式

な装束を身にっけて,地区の氏神である大井

神社に参詣する「衣装揃え」力并テなわれた.

この時には,直前の一週間ほど前から教えら
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日 全

委員会発足

体 総

<表3>大井地区のホーランエンヤ実施日程

代 練奮

鈴木岩弓

0

日

0

全

予算決定

募金開始

体

0役者選考

0乗員募集

総

町内会総会

代

0乗員集計

1卦僑仕上

進水式

練習 日

0

船上練習始め

全

大根島遠征

0

体

0

総

0

奉賛会発足

0

代

準備

大井神社奉納

0

練習

船舶検査

けいこ始め

0

7

4

00

0
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0付添船選考

0予算吏正
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淮備

準備

渡御祭

0

0
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れた,大井秘伝の r陸上徒歩1静力をしなが

らの陸行列が披露された他,神社境内におい

ては,真近に迫ったホーランエンヤの安全及

び成功を祈願して,櫂伝馬踊りが奉納された.

以上の経過で準備を進めてきた大井地区で

は,この後さらに練習を重ね,また飾りっけ

などの準備を行なって,18日からのホーラン

エンヤ本番に臨むこととなった.ここでこれ

までの日程のうち,委員会の発足した 2月1

日以降のものをまとめてみると<表3>のよ

うになる.これより大井においては,祭りま

でのほとんど毎日がホーランエンヤー色に塗

りっぶされていたことが推察できよう.こう

してみると,今回の祭りへの参加を討議した

際に,その負担が大きいことを理由に,参加

にこの足を踏む意見が出された事情も充分理

解できるものといえよう.

本章では,大井の事例をもとにして,櫂伝

馬船を出す地区におけるホーランエンヤ参加

のための準備の実態を述べてきた.これより

留意すべき点をまとめてみると,次の点が明

らかになろう.

1.大井においてホーランエンヤへの参加

が決定されるのは,町内会の総会におい

てである.このことが示すように,この

祭りは大井町というーつの地縁的共同体

を基礎に実施されているが,その直接の

実施主体は町内会とは独立した総代会(奉

賛会)を中心に行なわれている.

2.祭りの際に行なわれる,歌・踊り.櫂

の櫂ぎ方などには,この地区が誇りとす

る独自の形式を持っものが多数含まれる

が,その背後には,他地区に対する烈し

い対抗意識の存在が窺われる.

3.そのような大井伝統の独自性を継承し

て行くために,とりわけ役者の選考には

松江のホーランエンヤー都市における伝統的祭りの実態一

<将来にわたって町内に居住する者>と

いう鉄則が適用され,これに今回修得し

た技術を,次回の祭りの際には「師匠」

として後進に伝える義務が要請される.

このような形の組織作りこそが,大井に

おける伝統的技術を伝達するためのメカ

ニズムと考えられる.

4.以前は半農半漁であった大井も,現在

では兼業農家が多く,とりわけ櫂伝馬船

乗員の大部分は勤め人であった.このよ

うな生業形態の変化は,伝統的な形式で

進められる準備の上で,参加者に大きな

負担を課している.

V.若干の考察

小論においては,まず歴史的な流れの中か

らホーランエンヤの持っ構造を明らかにし,

次にこの祭りを担う人々の組織を分類概括し

てその関係をまとめ,最後に1裡伝馬地区での祭

りの準備過程を大井の事例をもとに記述して

きた.そこで最後に,それらを参考にして,12年

に一度という長い間隔を置きながらも,長

年に亘ってこの祭りが続けられてきた背景に

つぃて,若干の考察を行なうことでむすびに

代えるごととしたい.

見てきたように,大井においては大きな負

担を伴いながらも,16年振りのホーランエン

ヤへの参加がなされていた.氏神でもない神

社の祭りにこれだけ精力的な関わりが持たれ

る理由としては,祭りの参加決定に際して聞

かれた,「参加することが伝統だから」という

説明だけでは充分納得できない部分が残され

てぃるように思われる.ならば大井の人々を

祭りへと駆りたてる本質的な理由とは一体何

だったのであろうか.このことは取りも直さ

ず,この祭りに対して持たれている,大井の
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人々の意識を問うことになろう.この点にっ

いては,筆者が7月初旬に大井で実施したア

ンケートの結果が,ある程度の方向を示して

いるものと思われる .

即ち,この時の質問項目の中には,近頃し

ばしば主張される rこの祭りを松江の観光の

目玉にすべく,その開催間隔を短くすべきJ

とする意見を考慮に入れ,まず「この祭りを

観光に生かそうとする意見に対してどう思う

かJ を問うたのである.その結果,回答のあ

つた68人中42人(61.8%)がこれを観光に生

かすことに難色を示しており,とりわけその

うちの20人は神事に徹すべしとしてぃたので

ある.またこれに続けて,12年ごとというこの

祭りの開催間隔にっいての意見を求めてみた.

その結果,これに回答した69人のうちで60人

(87.0%)もが,現行の12年を守るべきことと

主張していたのである.そしてこのうち理由

を明記した31人の回答では,これより短いと

経済的負担が多すぎる旨述べた8人の他はい

ずれも,この祭りが12年ごとに開催される伝統
..

を持った神事である点を指摘するものであった.

このことが示すように,大井においては,ホー

ランエンヤという祭りはあくまでも神事という

基本線をもってミ瓢されていることが一般的で

あった.そして代々この地区で行なってきた

「櫂伝馬踊り」は,あくまでその神事に密接に関

連して行なわれる祭礼であったのである.こう

してみると,多大な負担をおしてまでこの祭り

に参加しょうとする人々の背号三には,「櫂伝馬踊

切を単なる祭礼と考えるのではなく,信仰,

の証しとする意識が色濃く潜んでぃるものとい

うことができょうJ則弌の者肺の祭りの中には,

神事的な要素が薄れて,祭礼の独壇場となっ

ている祭りも少なくない.そのような中にあ

つて,祭礼の中心を担う人々の口から,かな

ガ
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<表4>「ホーランエンヤ」(櫂伝馬踊り)の実施

時

明治 3.4

期

14.4

25.5

機

神幸祭

大正4.5

36.5

B召和 4.5

ガ

12.

ノノ

23.5.16~24
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ノノ

出

26.4.15

ノノ

27.フ.15

演

ノノ

阿太加夜神社遷宮

28.5.15

神幸祭

33.5.10~18

城山稲荷春季大祭

40.

松江水郷祭協賛

43.12.8

松江城山棟式協賛

44.5.10~18

神幸祭

福富・市向

50.3.25

日本コロンビア
レコード吹込み

福富有志他

50.

明治百年記念式典

51.4.10

神幸祭

大井青年団

松江市子供会
連合会

51.9.19

五大地

松江市連合青年団
文化祭

54.12.12

馬潟

55.

わらび座公演の
月1」修区

朝酌青年団

57.5.15

島根県青年大会

五大地

59.11.3

松江市連合青年団
文化祭

朝酌小学校
子供会

60.2.3

ノノ

阿太加夜神社遷宮

朝酌青年団

60.4

平浜八幡宮遷宮

60.5.18~26

多賀神社遷宮

1

60.9.14・15

ノノ

松江市連合青年団
文化祭

60.11.3

ノノ

城山稲荷初午祭

60.11.8 ~11

市向・町・今宮

ノノ

神幸祭

馬潟他

り明確な信仰の存在を確認できるということ

は,ホーランエンヤの持っまたーつの特質と

して指摘できるものと思われる.そしてまた

島根県青年大会

矢田

朝酌公民館文化祭

朝酌青年団

全国青年大会

30

矢田

五大地

朝酌青年団

会
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このことこそが,12年に一度という長い間隔

をおいて行なわれているホーランエンヤ実施

の際の,大きな原動力となっているものと考

えられよう.調査中,五大地各地で聞いた「ホー
ランエンヤが神事でないなら,誰が参加など

するものか」といった言い方は,その点を物

語るものといえよう.

ただそのように,神事に基づいて担われて

いる櫂伝馬踊りにも,近年多少の変化の波が

見られるようになっている点は注目すべきこ

とと思われる.即ち<表4>より明らかにな

るように,これが神幸祭の時以外に,場合に

よっては神事とは全く無関係に実施される傾

向が顕著になっているのである.このことを,

祭りからの民俗芸能の独立とみるか,あるい

は祭りとは全く関連を持たない異質の民俗芸

松江のホーランエンヤー都市における伝統的祭りの実態一

能の誕生とみるかといった点にっいて,現時

点ではその判断を下すことはまだ難しい.

しかしこのような傾向が強くなっていること

は,ホーランエンヤという,都市における伝

統的な祭りの今後の行方を考える上で,ーつ

の方向性を示しているものと考えられよう.

なお,小論作製にあたっては,城山稲荷神

社,阿太加夜神社の両宮司様,大井の野津茂

登氏,野津季秋氏,大海崎の古藤敦夫氏をは

じめとする,ホーランエンヤを担う地域.組

織の多くの方々から多大な御数示,御協力を

得た.すべての方々のお名前をあげることは

できないが,紙面を借りて深く感謝の意を表

する次第です.

①今日この表現はしばしば見られるが,い

つ,どのような根拠で用いられるようにな

つたものかは不明である.明治25年以降の

地元紙を中心とした新聞記事で,この表現

が最初に用いられるようになったものは,

管見の及ぶ限り,昭和4年の『松陽新報』

が最初であった.この時他の二っは宮島・松

島とされており,現在いわれる大阪の天神

祭と安芸の宮島管絃祭とは一部異なってい

る.このような変化の理由は不明だが,現

在のいい方は,地方紙が依然宮島・松島と

してぃた昭和33年に,全国紙に出て来るの

が最初と思われる.なお天神祭ではこれを

「日本三大祭りコのーつとしているが,他の

二っは祗園祭(京都)と山王祭のこととして

おり,ホーランエンヤとの関係には触れら

れていない.

②松江城山稲荷式年神幸祭奉賛会,伝統ホ

ーランエンヤ協賛会『ホーランエンヤ報告

書』 1985~, P .2~5.なお小論執筆にあ

たり,本書は大変参考になった.

③これまで行なわれてきたホーランエンヤ

に関する研究は,歴史的側面に焦点を絞っ

註
たものが主流であった.このうち主なもの

を以下に列挙する.

『民朝山晧「出雲松江のホーランエンヤ」

俗芸術」 5 -2,1932

山本晴人「御城内稲荷さん.「松江八百八

町物語末次の巻』島根郷土資料刊行会,

1956

島田成矩「出雲国松江藩の稲荷信仰」(ー),

仁)「朱』 12.13,1971,1972

島田成矩「ホーランエンヤの由来」「松江

の民俗芸能」松江市郷土芸能文化保護育

成協会,1976

新田恒雄「櫂伝馬(→馬潟地区コ『松江の

民俗芸能』松江市郷土芸能文化保護育成

協議会,1976

古藤敦夫 r櫂伝馬仁)朝酌地区」『松江の

民俗芸能』松江市郷土芸能文化保護育成

協議会,1976

島田成矩 r松江藩ホーランエンヤの背景」

r朱」 21,197フ

島田成矩「ホーランエンヤ」 r島根観光地

理学会誌』 3.1985

島田成矩"ホーランエンヤ(神幸祭)にお

ける国民快楽の祈願」 rしょほう』 32-
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5,松江商工会議所,1985

(4)『雲陽誌』歴史図書社,1976, P.3

同上, P .14

(6)この点にっいては,山本晴人『前掲書」

P.50.及び島田成矩 r前掲書』(197フ)に

詳しい.

(フ) Lafcadio Hearn, G11mpsesof unfa・

miliaT Japan. Tuttle,]984a955) PP.151

(邦訳 r日本瞥見記』上,恒文社,~2

1975, P .2]0 )なお原文脚注によるなら

この神社は厳密には境内社であった,楠松

平稲荷大明神のことであった.

⑧『神道大辞典』臨川書店,

(9)『八束郡志.]926, P.]59

⑪昭和4年のホーランエンヤの直前に,『松

陽新幸勗は「松江城山稲荷神社神幸式の

起り"という連載を5月N日から4日問行

なった.ここに引用したものは,第一回目

の記事にあるもの.

⑪原本は城山稲荷神社蔵というが筆者は残

念ながらまだ見ていない.ここでは朝山晧

『前掲書』P.43所載のものを引用した.但し

この時朝山は,本書の題名を「御城内稲荷

郷社一・・・・」としていたが,時代的に考えて

郷社は御社の誤記と思われるので,ここで

はそのように訂正して引用した.

⑫絲原記念館蔵.本書の全文は『松江市豆志』

松江市,1941. P .1505~15]2に掲載してあ

るが,不明な点があったため,御無理をお

願いして確認させて頂いた.常務理事の絲

原安博氏の御厚意に感謝する次第です.な

お引用中,「御家中一ー・・」の一行は『松江

市誌』では欠落してぃる.

⑬島根県立図書館蔵偶藤国実氏依託史料).

なおこの全文は,周藤国実「ホーランエン

ヤと阿太加夜神社」吉儀茂,門脇朝吉,吉

儀幸吉,周藤国実『東出雲町夜話』1971,

P.36~38に収録されているが,小論では原

本からぢ,1用した.

⑭朝山晧『前掲書』 P."~46

⑮従って,ホーランエンヤの説明をする際

に時々見られる,神幸祭の起源と櫂伝馬船

の参加を混同した表現,例えぱ「花形の櫂

伝馬船の上でくりひろげられる昔さながら

の錦絵巻は見る人を 300年の昔へひきもど

す.(『これがホーランエンヤだ.ノ』伝統

ホーランエンヤ協賛会・松江観光協会,1985,

鈴木 弓

P.D などという表現が誤解に基づいてぃ

ることが明らかになろう.

U6)祭りにおけるこのような二面性にっいて

は,これまで多くの指摘があった.ただそ

の際の用語には研究者によって違いが見ら

れる.そのようなうちでよく知られてぃる

ものとして,祭儀(rltual)と祝祭(festiⅥty)

[菌田稔'祭一表象と構造一,田丸徳

善 r日本人の宗教』 2,佼正出版,1972,

P.328.]や神事と祭事[桜井徳太郎゛マッ

りの原点一その宗教民俗学的考察」『日本

祭祀研究』第 2 号,名著出版,]978. P .380]

などが知られている.

Ⅷ)このような各地区ごとの相違を歌にっい

てまとめたものとして,永田栄一「ホーラ

ンエンヤの唄一松江城山稲荷神社式年神

幸祭'85-J 『山陰地域研究』 2,島根大学,

1985,がある.

U8)島田地区のまとめには,松本興 r安来タ

イムス』 19,1969を参考にした他,倉舗家

の子孫である倉舗節子氏からの聞取り調査

の結果をもとにした.

⑲ここで引用したものは,大井地区の総代

長である野津茂登氏が文字化したものであ

る.また r棹櫂」の歌詞は永田栄一教授に

よると次のようになる.

音頭ヨーイトサーセーヤッシンヨイ

櫂方ヨーイトサーセーヤッシンヨイ

音頭めでためでたでヤッシンヨイ

櫂方ヨーイトサーセーヤッシンヨイ

音頭わかまつさまよヤッシンヨイ

櫂方ヨーイトサーセーヤッシンヨイ

音頭えだもさかえるヤッシンヨイ

櫂方ヨーイトサーセーヤッシンヨイ

音頭えだもしげるヤッシンヨイ

櫂方ヨーイトサーセーヤッシンヨイ

音頭ヨーイトサーセーヤッシンヨイ

櫂方ヨーイトサーセーヤッシンヨイ

ここに出てくる歌詞の中からは,他地域に

ある祝儀唄としての船歌に出てくるものと

同様のものが認められる.大井にのみこの

ような唄がある理由は明らかではないが,

その点の解明が進めぱ,伝播の経路も明ら

かになるものと思われる.
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